
（第１号様式の１）
ふくしま出会いの場創出事業　事業計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　　在　　地　○○
　　　　　　　　　　　　　　　補助事業者等　名　　　　　称　○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の氏名　　代表　○○　○○
１　事業の概要
	事業名
（該当する方に○）
	婚活イベント
・交流イベント

	（１）事業の目的
　県内の独身者に対して様々な交流の場を創出することにより、福島での結婚の希望がかなう環境づくりや若者の地元定着等の促進を図る。
（２）事業内容
　　　※実施要領の「１　イベントの定義・要件等」を満たすことが分かるように記載すること。
　【概　要】
　○○企業の独身の若手従業員（20代～40代）を対象に、○○大会のスポーツ観戦を通じた男女の自然な出会いを目的とし（ポイント①）、○○チームの試合日程に合わせてパブリックビューイング兼マッチングイベントを実施する。
　参加者の募集については自社の従業員の他、グループ企業の従業員に対しても行い、独身男女各１０名以上を確保する（ポイント②、③）。
元選手の○○氏による試合の見どころ説明や解説を実施するほか、イベントの進行上で世話焼き人兼MCによる会話の補助やビンゴゲーム、クイズ等を行いサイン入りグッズをプレゼントするなど、参加した男女の自然な交流機会を確保する（ポイント⑥）。
イベント中盤では、1on1でのフリートークが出来る時間を設けるほか、席替え等を行い複数の異性と出会える仕掛けを予定（ポイント⑦）
イベント終盤では気になる異性とのマッチングタイムを設け、今後の自発的な交流を促すため連絡先の交換を行う（ポイント⑧）。

イベント終了時には、参加者に対してアンケートを行い（ポイント⑨）、イベントの感想や課題などを洗い出し、次回以降の実施に向けたブラッシュアップを図る。

　（イベント基本情報）　
　【名　　称】『　スポ×コン○○　』
　【日　　時】令和○年○月○日（○）○○：○○～○○：○○
　【場　　所】○○○○（ポイント④）
　【参加者】男性15名、女性15名想定（ポイント③、⑤）
　【成立目標】６組成立（40％）
　【広　　報】SNSによる広報、会報誌への折込み等を実施する。
　　　　　　　女性が多く所属する企業等に広報協力を依頼、紹介なども積極的に活用する。
　
【その他】
　　○当日は世話焼き人兼MCを設置し、参加者の交流を後押しする。

（３）スケジュール

○月
○月
○月
○月
補助金申請
募集・広報開始
イベント当日、実績報告等
　　


２　事業の実施運営体制

	【主担当】
（株）○○　営業部
　担当：○○　tel.000-000-000　fax.000-000-000　mail.000000
【連携先】
（世話焼き人兼MC）予定
　（株）○○所属　担当○○　tel.000-000-000

（イベント外注先）予定
　（株）○○　担当○○　tel.000-000-000



３　事業実施後の継続性、発展性

	※補助事業終了後の事業の継続性や次年度以降の展開について記載
　イベント当日及び終了後１ヶ月以内にカップル成立した参加者には、○○チームホーム戦の指定席ペアチケットを贈呈し、デートのきっかけとしてもらう。
　今後の企画については、アンケートでヒアリングした参加者や企業の声を反映させながら企画内容を改善し、本補助金への再エントリーも検討していく。



４　事業における国又は県、市町村等の他の補助金等の活用の有無
	※有の場合は、その補助金等名を記載
有　・　
補助金等名【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】



記載例（婚活イベント）








�事業内容には、イベント実施要領の「１ イベントの定義・要件等」を満たすことが分かるように記載して下さい。


以下の点が具体的に明記されているかがポイントです。





①結婚や交際を望む独身男女の健全な出会いや交流を目的としたイベントであること





②参加者は福島県内の独身者等で18歳～49歳以下の者であること





③「独身」男女各１０名以上が参加すること





④イベントの開催場所は県内であること





⑤参加する男女の比率で、少ない方の性別が全体の３割を下回らないこと





⑥イベント中に異性間の自然な交流が促進されるようミニゲームやグループワークなど男女が協同して取り組む何らかの仕掛けがあること





⑦異性との１対１での会話や交流を行える機会が確保されていること





⑧交際の希望や好印象の異性について相互成立を確認するいわゆるマッチング（成立発表はイベント後でも可）があること





⑨参加者アンケートの実施により感想や意見等を聞き取ること


�あまりにも短い期間で計画されるなど、現実的に実施できるのか判断できないものについては、採択優先度が低くなりますので、余裕を持った無理のない計画をお願いします。


�事業の実施運営体制について、他所属を巻き込む事業展開を行う場合には、記載例のように明記して下さい。


�イベント終了後のアフターフォローについて触れるほか、第二回以降の開催部分についてはどのような展開を行っていくのか（自主的に行っていくのか、また機会があれば本補助金にエントリーしていくのかなど）






